
資料２

日本農林規格及び品質表示基準の見直しについて

農産物缶詰及び農産物瓶詰の日本農林規格
畜産物缶詰及び畜産物瓶詰の日本農林規格
水産物缶詰及び水産物瓶詰の日本農林規格
プレスハムの日本農林規格
ソーセージの日本農林規格
混合ソーセージの日本農林規格
ハンバーガーパティの日本農林規格
チルドハンバーグステーキの日本農林規格
チルドミートボールの日本農林規格
即席めん類の日本農林規格
生タイプ即席めんの日本農林規格
パン粉の日本農林規格
ドレッシングの日本農林規格
風味調味料の日本農林規格
乾燥スープの日本農林規格
ウスターソース類の日本農林規格
マーガリン類の日本農林規格
調理冷凍食品の日本農林規格
プレスハム品質表示基準
混合プレスハム品質表示基準
ソーセージ品質表示基準
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加工でん粉（１１品目）の食品添加物指定に伴うＪＡＳ規格及び品質表

示基準の改正について（案）

平成２０年６月２５日

農 林 水 産 省

１ 趣旨

厚生労働省は、食品衛生法に基づき、加工でん粉のうち１１品目（アセチル化

アジピン酸架橋デンプン等。以下「１１品目」という ）を食品添加物として指。

定する予定である。

このため、１１品目をでん粉（食品添加物以外の原材料）として取り扱ってい

るＪＡＳ規格及び品質表示基準について 「ＪＡＳ規格及び品質表示基準の制定、

・見直しの基準 （平成１７年８月農林物資規格調査会決定）に基づき、１１品」

目が食品添加物に指定されても影響がないよう、所要の見直しを行う。

２ 内容

（ ） （ ） 、１ でん粉 食品添加物以外の原材料 の使用を認めているＪＡＳ規格について

規格不適合とならないよう１１品目を新たに使用できる食品添加物として規定

する （農産物缶詰及び農産物瓶詰の日本農林規格等（１８規格 ）。 ）

（２）でん粉含有率の測定においては、食品添加物となる加工でん粉も含めた数値

となることから、でん粉含有率のでん粉には、全ての加工でん粉が含まれるこ

とを明確化する （プレスハムの日本農林規格等（３規格）及びプレスハム品。

質表示基準等（７基準 ））

（３）用語の定義において、食品添加物となる加工でん粉を使用できるよう規定す

る （ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料品質表示基準）。



３ 改正するＪＡＳ規格及び品質表示基準一覧

（１）ＪＡＳ規格 改正内容

・ 農産物缶詰及び農産物瓶詰の日本農林規格 （１）

・ 畜産物缶詰及び畜産物瓶詰の日本農林規格 （１）

・ 水産物缶詰及び水産物瓶詰の日本農林規格 （１）

・ プレスハムの日本農林規格 （１）及び（２）

・ ソーセージの日本農林規格 （１）及び（２）

・ 混合ソーセージの日本農林規格 （１）及び（２）

・ ハンバーガーパティの日本農林規格 （１）

・ チルドハンバーグステーキの日本農林規格 （１）

・ チルドミートボールの日本農林規格 （１）

・ 即席めん類の日本農林規格 （１）

・ 生タイプ即席めんの日本農林規格 （１）

・ パン粉の日本農林規格 （１）

・ ドレッシングの日本農林規格 （１）

・ 風味調味料の日本農林規格 （１）

・ 乾燥スープの日本農林規格 （１）

・ ウスターソース類の日本農林規格 （１）

・ マーガリン類の日本農林規格 （１）

・ 調理冷凍食品の日本農林規格 （１）

（２）品質表示基準 改正内容

・ プレスハム品質表示基準 （２）

・ 混合プレスハム品質表示基準 （２）

・ ソーセージ品質表示基準 （２）

・ 混合ソーセージ品質表示基準 （２）

・ 魚肉ハム及び魚肉ソーセージ品質表示基準 （２）

・ 特殊包装かまぼこ類品質表示基準 （２）

・ 風味かまぼこ品質表示基準 （２）

・ ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料品質表示基準 （３）
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農産物缶詰及び農産物瓶詰の日本農林規格（平成１４年７月２４日農林水産省告示第１３０５号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（スイートコーン缶詰又はスイートコーン瓶詰の規格） （スイートコーン缶詰又はスイートコーン瓶詰の規格）

第６条 スイートコーン缶詰又はスイートコーン瓶詰（ホールカーネル及びクリームスタイルに限る 第６条 スイートコーン缶詰又はスイートコーン瓶詰（ホールカーネル及びクリームスタイルに限る

。）の規格は、次のとおりとする。 。）の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原材料 食品添加物 （略） 原材料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

以外の原材 以外の原材 １・２ （略）

料 料 ３ でん粉（クリームスタイルに限る。）

４ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１・２ （略） １・２ （略）

３ 加工でん粉（クリームスタイルに限る。）

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（あずき缶詰又はあずき瓶詰の規格） （あずき缶詰又はあずき瓶詰の規格）

第８条 あずき缶詰又はあずき瓶詰の規格は、次のとおりとする。 第８条 あずき缶詰又はあずき瓶詰の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原材料 食品添加物 （略） 原材料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

以外の原材 以外の原材 １～５ （略）

料 料 ６ でん粉

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～４ （略） １～４ （略）

５ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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畜産物缶詰及び畜産物瓶詰の日本農林規格（昭和６０年４月２０日農林水産省告示第５３１号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（食肉缶詰又は食肉瓶詰の規格） （食肉缶詰又は食肉瓶詰の規格）

第３条 食肉缶詰又は食肉瓶詰の規格は、次のとおりとする。 第３条 食肉缶詰又は食肉瓶詰の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外 （略） 原 食品添加物以外 食肉については、牛肉、豚肉、馬肉、めん羊肉、山羊肉、 肉及び家き家兎
と

材 の原材料 材 の原材料 ん肉以外のものを使用していないこと。

料 食 品 添 加 物 １ しようゆを使用した調味液とともに詰めたものにあつては、Ｌ－グル 料 食 品 添 加 物 １ しようゆを使用した調味液とともに詰めたものにあつては、Ｌ－グル

タミン酸ナトリウム、５’－イノシン酸二ナトリウム、５’－グアニル タミン酸ナトリウム、５’－イノシン酸二ナトリウム、５’－グアニル

酸二ナトリウム、５’－リボヌクレオチド二ナトリウム、アセチル化ア 酸二ナトリウム及び５’－リボヌクレオチド二ナトリウム以外のものを

ジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセチル化酸 使用していないこと。

化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン、

酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リ

ン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸

化デンプン及びリン酸架橋デンプン以外のものを使用していないこと。

２ その他のものにあつては、アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセ ２ その他のものにあつては、使用していないこと。

チル化リン酸架橋デンプン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハ

ク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプ

ロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モ

ノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デ

ンプン以外のものを使用していないこと。

（略） （略） （略） （略）

（ソーセージ缶詰又はソーセージ瓶詰の規格） （ソーセージ缶詰又はソーセージ瓶詰の規格）

第４条 ソーセージ缶詰又はソーセージ瓶詰の規格は、次のとおりとする。 第４条 ソーセージ缶詰又はソーセージ瓶詰の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外 （略） 原 食品添加物以外 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

材 の原材料 材 の原材料 １・２ （略）

料 料 ３ 結着材料

でん粉及び植物性たん白

４・５ （略）

食 品 添 加 物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食 品 添 加 物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～５ （略） １～５ （略）

６ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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水産物缶詰及び水産物瓶詰の日本農林規格（平成９年３月２７日農林水産省告示４４６号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（いわし缶詰又はいわし瓶詰の規格） （いわし缶詰又はいわし瓶詰の規格）

いわし缶詰又はいわし瓶詰の規格は、次のとおりとする。 いわし缶詰又はいわし瓶詰の規格は、次のとおりとする。第３条 第３条

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略）（略） （略）

食品添加物以 （略） 食品添加物以 調味液以外の原材料については、いわし以外のものを使用していないこと。原 原

材 外の原材料 材 外の原材料

料 １ 、トマトピューレー又はトマトペーストを使用した調味 料 １ 、トマトピューレー又はトマトペーストを使用した調味食品添加物 しょうゆ、みそ 食品添加物 しょうゆ、みそ

液とともに詰めたものにあっては、次に掲げるもの以外のものを使用して 液とともに詰めたものにあっては、次に掲げるもの以外のものを使用して

いないこと。 いないこと。

（略） （略） ・ ・ 

加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

２ その他のものにあっては、１の に掲げるもの以外のものを使用してい ２ その他のものにあっては、使用していないこと。

ないこと。

（略） （略）（略） （略）

第４～６条 （略） 第４～６条 （略）

（まぐろ・かつお缶詰又はまぐろ・かつお瓶詰の規格） （まぐろ・かつお水煮缶詰又はまぐろ・かつお水煮瓶詰の規格）

まぐろ・かつお缶詰又はまぐろ・かつお瓶詰の規格は、次のとおりとする。 まぐろ・かつお缶詰又はまぐろ・かつお瓶詰の規格は、次のとおりとする。第７条 第７条

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略）（略） （略）

食品添加物以 （略） 食品添加物以 調味液以外の原材料については、 以外のものを使用していな原 原 まぐろ・かつお

材 外の原材料 材 外の原材料 いこと。

料 食品添加物 １ しょうゆ、みそ、トマトピューレー又はトマトペーストを使用した調味 料 食品添加物 １ しょうゆ、みそ、トマトピューレー又はトマトペーストを使用した調味

液とともに詰めたものにあっては、次に掲げるもの以外のものを使用して 液とともに詰めたものにあっては、次に掲げるもの以外のものを使用して

いないこと。 いないこと。

～ （略） ～ （略）   

加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

２ その他のものにあっては、１の 、 又は に掲げるもの以外のものを ２ その他のものにあっては、１の 又は に掲げるもの以外のものを使用    

使用していないこと。 していないこと。

（略） （略） （略） （略）
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（いか缶詰又はいか瓶詰の規格） （いか缶詰又はいか瓶詰の規格）

いか缶詰又はいか瓶詰の規格は、次のとおりとする。 いか缶詰又はいか瓶詰の規格は、次のとおりとする。第８条 第８条

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略）（略） （略）

食品添加物以 食品添加物以 調味液以外の原材料については、いか以外のものを使用していないこと。原 （略） 原

外の原材料 材 外の原材料材

食品添加物 １ しょうゆ、みそ、トマトピューレー又はトマトペーストを使用した調味 料 食品添加物 １ しょうゆ、みそ、トマトピューレー又はトマトペーストを使用した調味料

液とともに詰めたものにあっては、次に掲げるもの以外のものを使用して 液とともに詰めたものにあっては、次に掲げるもの以外のものを使用して

いないこと。 いないこと。

～ （略） ～ （略）   

加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

２ その他のものにあっては、１の に掲げるもの以外のものを使用してい ２ その他のものにあっては、使用していないこと。

ないこと。

（略） （略）（略） （略）
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プレスハムの日本農林規格（昭和４６年２月２６日農林省告示第３３８号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（規格） （規格）

第３条 プレスハムの規格は、次のとおりとする。 第３条 プレスハムの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

特 級 上 級 標 準 特 級 上 級 標 準

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

肉以外のつ ３％以下であること。 同左 ５％以下であり、か 肉以外のつ ３％以下であること。 同左 ５％以下であり、か

なぎの含有 つ、でん粉（加工で なぎの含有 つ、でん粉、小麦粉

率 ん粉を含む。）、小 率 及びコーンミールの

麦粉及びコーンミー 含有率（以下「でん

ルの含有率（以下「 粉含有率」という。

でん粉含有率」とい ）が３％以下である

う。）が３％以下で こと。

あること。

食品添加物 （略） （略） （略） 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外 次に掲げるもの以外

以外の原材 以外の原材 ていないこと。 のものを使用してい のものを使用してい

料 料 １ （略） ないこと。 ないこと。

２ つなぎ １ （略） １ （略）

豚肉、牛肉、 肉、でん粉、 ２ つなぎ ２ つなぎ家兎
と

小麦粉、コーンミール、植物性た 畜肉、 肉、 畜肉、 肉、家兎 家兎
と と

ん白、卵たん白、乳たん白及び血 でん粉、小麦粉、 家きん肉、でん粉

液たん白 コーンミール、植 、小麦粉、コーン

３・４ （略） 物性たん白、卵た ミール、植物性た

ん白、乳たん白及 ん白、卵たん白、

び血液たん白 乳たん白及び血液

３・４ （略） たん白

３・４ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外 次に掲げるもの以外 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外 次に掲げるもの以外

ていないこと。 のものを使用してい のものを使用してい ていないこと。 のものを使用してい のものを使用してい

１～９ （略） ないこと。 ないこと。 １～９ （略） ないこと。 ないこと。

10 加工でん粉 １～11 （略） １～11 （略） １～11 （略） １～11 （略）

アセチル化アジピン酸架橋デン 12 加工でん粉（特 12 加工でん粉（特

プン、アセチル化リン酸架橋デン 級の基準と同じ。 級の基準と同じ。

プン、アセチル化酸化デンプン、 ） ）

オクテニルコハク酸デンプンナト

リウム、酢酸デンプン、酸化デン

プン、ヒドロキシプロピルデンプ

ン、ヒドロキシプロピル化リン酸
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架橋デンプン、リン酸モノエステ

ル化リン酸架橋デンプン、リン酸

化デンプン及びリン酸架橋デンプ

ン

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）



- 7 -

ソーセージの日本農林規格（昭和５２年４月２５日農林省告示第４１１号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（ボロニアソーセージ、フランクフルトソーセージ及びウインナーソーセージの規格） （ボロニアソーセージ、フランクフルトソーセージ及びウインナーソーセージの規格）

第３条 ボロニアソーセージ、フランクフルトソーセージ及びウインナーソーセージの規格は、次の 第３条 ボロニアソーセージ、フランクフルトソーセージ及びウインナーソーセージの規格は、次の

とおりとする。 とおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

特 級 上 級 標 準 特 級 上 級 標 準

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

結 粗ゼラ 使用していないこと ５％以下であること。ただし、でん 10％以下であること 結 粗ゼラ 使用していないこと ５％以下であること。ただし、でん 10％以下であること

着 チン以 。 粉（加工でん粉を含む。）、小麦粉 。ただし、でん粉含 着 チン以 。 粉、小麦粉及びコーンミールの含有 。ただし、でん粉含

材 外の結 及びコーンミールの含有率（以下「 有率が５％以下であ 材 外の結 率（以下「でん粉含有率」という。 有率が５％以下であ

料 着材料 でん粉含有率」という。）が３％以 ること。 料 着材料 ）が３％以下であること。 ること。

下であること。

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

食品添加物 （略） （略） （略） 食品添加物 （略） 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外

以外の原材 以外の原材 ていないこと。 のものを使用してい

料 料 １・２ （略） ないこと。

３ 結着材料 １～３ （略）

でん粉、小麦粉、コーンミール ４ 結着材料

、植物性たん白、卵たん白、乳た でん粉、小麦粉

ん白及び血液たん白 、コーンミール、

４・５ （略） 植物性たん白、卵

たん白、乳たん白

、血液たん白及び

粗ゼラチン

５・６ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外 食品添加物 次に掲げるもの以外 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外

のものを使用してい ていないこと。 のものを使用してい のものを使用してい ていないこと。 のものを使用してい

ないこと。 １～11 （略） ないこと。 ないこと。 １～11 （略） ないこと。

１～９ （略） 12 加工でん粉 １～12 （略） １～９ （略） １～12 （略）

アセチル化アジピン酸架橋デン 13 加工でん粉（上

プン、アセチル化リン酸架橋デン 級の基準と同じ。

プン、アセチル化酸化デンプン、 ）

オクテニルコハク酸デンプンナト

リウム、酢酸デンプン、酸化デン

プン、ヒドロキシプロピルデンプ

ン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステ

ル化リン酸架橋デンプン、リン酸



- 8 -

化デンプン及びリン酸架橋デンプ

ン

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）



- 9 -

混合ソーセージの日本農林規格（昭和５２年４月２５日農林省告示第４１２号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（混合ソーセージの規格） （混合ソーセージの規格）

第３条 混合ソーセージの規格は、次のとおりとする。 第３条 混合ソーセージの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

結 粗ゼラ 10％以下であること。ただし、でん粉（加工でん粉を含む。）、小麦粉及びコーン 結 粗ゼラ 10％以下であること。ただし、でん粉、小麦粉及びコーンミールの含有率（以下「

着 チン以 ミールの含有率（以下「でん粉含有率」という。）が５％以下であること。 着 チン以 でん粉含有率」という。）が５％以下であること。

材 外の結 材 外の結

料 着材料 料 着材料

（略） （略） （略） （略）

食品添加物 （略） 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

以外の原材 以外の原材 １～４ （略）

料 料 ５ 結着材料

でん粉、小麦粉、コーンミール、植物性たん白、卵たん白、乳たん白、血液た

ん白及び粗ゼラチン

６・７ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～12 （略） １～12 （略）

13 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセチ

ル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン、酸

化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン

酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）



- 10 -

ハンバーガーパティの日本農林規格（昭和５２年１０月８日農林省告示第１０１５号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（ハンバーガーパティの規格） （ハンバーガーパティの規格）

第３条 ハンバーガーパティの規格は、次のとおりとする。 第３条 ハンバーガーパティの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

上 級 標 準 上 級 標 準

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

品 （略） （略） （略） 品 （略） （略） （略）

質 原 食品添加物 （略） （略） 質 原 食品添加物 （略） 次に掲げるもの以外のものを使用し

材 以外の原材 材 以外の原材 ていないこと。

料 料 料 料 １～３ （略）

４ つなぎ

パン粉、小麦粉、でん粉、粉末

状植物性たん白、脱脂粉乳、卵及

び乳たん白

５・６ （略）

食品添加物 香辛料抽出物以外のものを使用して 次に掲げるもの以外のものを使用し 食品添加物 香辛料抽出物以外のものを使用して 次に掲げるもの以外のものを使用し

いないこと。 ていないこと。 いないこと。 ていないこと。

１・２ （略） １・２ （略）

３ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デン

プン、アセチル化リン酸架橋デン

プン、アセチル化酸化デンプン、

オクテニルコハク酸デンプンナト

リウム、酢酸デンプン、酸化デン

プン、ヒドロキシプロピルデンプ

ン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステ

ル化リン酸架橋デンプン、リン酸

化デンプン及びリン酸架橋デンプ

ン

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
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チルドハンバーグステーキの日本農林規格（昭和５２年１０月８日農林省告示第１０１６号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（チルドハンバーグステーキの規格） （チルドハンバーグステーキの規格）

第３条 チルドハンバーグステーキの規格は、次のとおりとする。 第３条 チルドハンバーグステーキの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

上 級 標 準 上 級 標 準

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

原材料 食品添加物 （略） （略） 原材料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外のものを使用し

（ソー 以外の原材 （ソー 以外の原材 ていないこと。 ていないこと。

スを加 料 スを加 料 １～３ （略） １～４ （略）

えたも えたも ４ つなぎ ５ つなぎ

のにあ のにあ パン粉、小麦粉、でん粉、粉末 上級の基準と同じ。

つては つては 状植物性たん白、卵、粉乳及び乳 ６～10 （略）

、ソー 、ソー たん白

スを含 スを含 ５～９ （略）

む。） 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外のものを使用し む。） 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外のものを使用し

ていないこと。 ていないこと。 ていないこと。 ていないこと。

１～11 （略） １～13 （略） １～11 （略） １～13 （略）

12 加工でん粉 14 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デン 上級の基準と同じ。

プン、アセチル化リン酸架橋デン

プン、アセチル化酸化デンプン、

オクテニルコハク酸デンプンナト

リウム、酢酸デンプン、酸化デン

プン、ヒドロキシプロピルデンプ

ン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステ

ル化リン酸架橋デンプン、リン酸

化デンプン及びリン酸架橋デンプ

ン

（略） （略） （略） （略） （略） （略）



- 12 -

チルドミートボールの日本農林規格（昭和６２年９月５日農林水産省告示第１２３８号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（チルドミートボールの規格） （チルドミートボールの規格）

第３条 チルドミートボールの規格は、次のとおりとする。 第３条 チルドミートボールの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

上 級 標 準 上 級 標 準

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

原材料 食品添加物 （略） （略） 原材料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外のものを使用し

以外の原材 以外の原材 ていないこと。 ていないこと。

料 料 １～３ （略） １～４ （略）

４ つなぎ ５ つなぎ

パン粉、小麦粉、でん粉、粉末 上級の基準と同じ。

状植物性たん白、卵、粉乳、乳た ６～10 （略）

ん白及びゼラチン

５～９ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外のものを使用し 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用し 次に掲げるもの以外のものを使用し

ていないこと。 ていないこと。 ていないこと。 ていないこと。

１～11 （略） １～13 （略） １～11 （略） １～13 （略）

12 加工でん粉 14 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デン 上級の基準と同じ。

プン、アセチル化リン酸架橋デン

プン、アセチル化酸化デンプン、

オクテニルコハク酸デンプンナト

リウム、酢酸デンプン、酸化デン

プン、ヒドロキシプロピルデンプ

ン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステ

ル化リン酸架橋デンプン、リン酸

化デンプン及びリン酸架橋デンプ

ン

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
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即席めん類の日本農林規格（昭和４７年８月２５日農林省告示第１５７１号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（即席中華めんの規格） （即席中華めんの規格）

第３条 即席中華めんの規格は、次のとおりとする。 第３条 即席中華めんの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

め （略） （略） め （略） （略）

ん 食品添 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 ん 食品添 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

加物 １～８ （略） 加物 １～８ （略）

９ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセチ

ル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン、酸

化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン

酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（即席和風めんの規格） （即席和風めんの規格）

第４条 即席和風めんの規格は、次のとおりとする。 第４条 即席和風めんの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

め （略） （略） め （略） （略）

ん 食品添 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 ん 食品添 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

加物 １～８ （略） 加物 １～８ （略）

９ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセチ

ル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン、酸

化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン

酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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生タイプ即席めんの日本農林規格（平成９年３月３１日農林水産省告示第４７８号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（生タイプ即席めんの規格） （生タイプ即席めんの規格）

第３条 生タイプ即席めんの規格は、次のとおりとする。 第３条 生タイプ即席めんの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

め （略） （略） め （略） （略）

ん 食品添 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 ん 食品添 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

加物 １～11 （略） 加物 １～11 （略）

12 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセチ

ル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン、酸

化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン

酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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パン粉の日本農林規格（平成１９年１１月２８日農林水産省告示第１４９１号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（パン粉の規格） （パン粉の規格）

第３条 パン粉の規格は、次のとおりとする。 第３条 パン粉の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

品 （略） （略） 品 （略） （略）

質 原 食品添加物 （略） 質 原 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

材 以外の原材 材 以外の原材 １・２ （略）

料 料 料 料 ３ 米粉、とうもろこし粉、大豆粉、ライ麦粉及びでん粉

４～13 （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～５ （略） １～５ （略）

６ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（略） （略） （略） （略）
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の一部を改正する件（案）新旧対照条文ドレッシングの日本農林規格（昭和５０年１０月４日農林省告示第９５５号）

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（サラダクリーミードレッシングの規格） （サラダクリーミードレッシングの規格）

第４条 サラダクリーミードレッシングの規格は、次のとおりとする 。 第４条 サラダクリーミードレッシングの規格は、次のとおりとする 。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外 （略） 原 食品添加物以外 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

材 の原材料 材 の原材料 １～６ （略）

料 料 ７ でん粉

８ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～６ （略） １～６ （略）

７ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセ

チル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン

、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン

及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略）

（マヨネーズ及びサラダクリーミードレッシング以外の半固体状ドレッシングの規格） （マヨネーズ及びサラダクリーミードレッシング以外の半固体状ドレッシングの規格）

第５条 マヨネーズ及びサラダクリーミードレッシング以外の半固体状ドレッシングの規格は、次のとお 第５条 マヨネーズ及びサラダクリーミードレッシング以外の半固体状ドレッシングの規格は、次のとお

りとする 。 りとする 。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外 （略） 原 食品添加物以外 油脂、食酢及び砂糖類にあつては、次に掲げるもの以外のものを使用していない

材 の原材料 材 の原材料 こと。

料 料 １～３ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～８ （略） １～８ （略）

９ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセ

チル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン

、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン

及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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風味調味料の日本農林規格（昭和５０年３月２５日農林省告示第３１０号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（規格） （規格）

第３条 風味調味料の規格は、次のとおりとする。 第３条 風味調味料の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原材料 食品添加物 （略） 原材料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

以外の原材 以外の原材 １～４ （略）

料 料 ５ 賦形剤

でん粉、デキストリン及び乳糖

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１・２ （略） １・２ （略）

３ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン

、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、

酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキ

シプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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乾燥スープの日本農林規格（昭和５０年５月３０日農林省告示第６０２号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（乾燥コンソメの規格） （乾燥コンソメの規格）

第３条 乾燥コンソメの規格は、次のとおりとする。 第３条 乾燥コンソメの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外 （略） 原 食品添加物以外 砂糖類又は溶解促進剤として、次に掲げるもの以外のものを使用していないこと

材 の原材料 材 の原材料 。

料 料 １・２ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～８ （略） １～８ （略）

９ 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセ

チル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン

、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン

及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（乾燥ポタージュの規格） （乾燥ポタージュの規格）

第４条 乾燥ポタージュの規格は、次のとおりとする。 第４条 乾燥ポタージュの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外 （略） 原 食品添加物以外 前条の規格の食品添加物以外の原材料と同じ。

材 の原材料 材 の原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～９ （略） １～９ （略）

10 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプン、アセ

チル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム、酢酸デンプン

、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒドロキシプロピル化リン酸

架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン、リン酸化デンプン

及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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ウスターソース類の日本農林規格（昭和４９年６月２７日農林省告示第５６５号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（ウスターソースの規格） （ウスターソースの規格）

第３条 ウスターソースの規格は、次のとおりとする。 第３条 ウスターソースの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

特 級 標 準 特 級 標 準

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

食品添加物以外 （略） （略） 食品添加物以外 次に掲げるもの以外のものを使用してい 次に掲げるもの以外のものを使用してい

の原材料 の原材料 ないこと。 ないこと。

原 原 １～８ （略） １～８ （略）

材 材 ９ でん粉 ９ でん粉

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用してい 次に掲げるもの以外のものを使用してい 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用して 次に掲げるもの以外のものを使用してい

ないこと。 ないこと。 いないこと。 ないこと。

１～６ （略） １～９ （略） １～６ （略） １～９ （略）

７ 加工でん粉 加工でん粉（特級の基準と同じ。）

アセチル化アジピン酸架橋デンプン

、アセチル化リン酸架橋デンプン、ア

セチル化酸化デンプン、オクテニルコ

ハク酸デンプンナトリウム、酢酸デン

プン、酸化デンプン、ヒドロキシプロ

ピルデンプン、ヒドロキシプロピル化

リン酸架橋デンプン、リン酸モノエス

テル化リン酸架橋デンプン、リン酸化

デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略）
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マーガリン類の日本農林規格（昭和６０年６月２２日農林水産省告示第９３２号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（ファットスプレッドの規格） （ファットスプレッドの規格）

第４条 ファットスプレッドの規格は、次のとおりとする。 第４条 ファットスプレッドの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外 （略） 原 食品添加物以外 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

材 の原材料 材 の原材料 １～９ （略）

料 料 10 でん粉及びデキストリン

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～13 （略） １～13 （略）

14 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン
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調理冷凍食品の日本農林規格（昭和５３年８月２５日農林水産省告示第１５５号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（定義） （定義）

第２条 （略） 第２条 この規格において、次の表の左欄に掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げるとお

りとする。

用 語 定 義

（略） （略）

衣 フライ種を油脂で揚げる際に、主に水分の蒸発を防ぎ、又は油脂の浸透を防ぐた

めにあらかじめ当該フライ種を包むものとして、次に掲げるものをいう。

１ 小麦粉、でん粉等

２ １に脱脂粉乳、卵等を加えたもの

３ ２の上にパン粉、クラッカー、はるさめ等をつけたもの

（略） （略）

（冷凍魚フライの規格） （冷凍魚フライの規格）

第３条 冷凍魚フライの規格は、次のとおりとする。 第３条 冷凍魚フライの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の （略）

材 原材料 材 原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～10 （略） １～10 （略）

11 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍えびフライの規格） （冷凍えびフライの規格）

第４条 冷凍えびフライの規格は、次のとおりとする。 第４条 冷凍えびフライの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の （略）

材 原材料 材 原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～11 （略） １～11 （略）

12 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ
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ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍いかフライの規格） （冷凍いかフライの規格）

第５条 冷凍いかフライの規格は、次のとおりとする。 第５条 冷凍いかフライの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の （略）

材 原材料 材 原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～11 （略） １～11 （略）

12 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍かきフライの規格） （冷凍かきフライの規格）

第６条 冷凍かきフライの規格は、次のとおりとする。 第６条 冷凍かきフライの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の （略）

材 原材料 材 原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～10 （略） １～10 （略）

11 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍コロッケの規格） （冷凍コロッケの規格）

第７条 冷凍コロッケの規格は、次のとおりとする。 第７条 冷凍コロッケの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の （略）

材 原材料 材 原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～13 （略） １～13 （略）
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14 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍カツレツの規格） （冷凍カツレツの規格）

第８条 冷凍カツレツの規格は、次のとおりとする。 第８条 冷凍カツレツの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の （略）

材 原材料 材 原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～11 （略） １～11 （略）

12 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（第３条から第８条までに掲げる規格のいずれかに該当する冷凍フライ類以外の冷凍フライ類の規 （第３条から第８条までに掲げる規格のいずれかに該当する冷凍フライ類以外の冷凍フライ類の規

格） 格）

第９条 第３条から第８条までに掲げる規格のいずれかに該当する冷凍フライ類以外の冷凍フライ類 第９条 第３条から第８条までに掲げる規格のいずれかに該当する冷凍フライ類以外の冷凍フライ類

の規格は、次のとおりとする。 の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の （略）

材 原材料 材 原材料

料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 料 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～12 （略） １～12 （略）

13 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍しゆうまい、冷凍ぎようざ及び冷凍春巻の規格） （冷凍しゆうまい、冷凍ぎようざ及び冷凍春巻の規格）

第１０条 冷凍しゆうまい、冷凍ぎようざ及び冷凍春巻の規格は、次のとおりとする。 第１０条 冷凍しゆうまい、冷凍ぎようざ及び冷凍春巻の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準
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冷凍しゆうまい 冷凍ぎようざ 冷凍春巻 冷凍しゆうまい 冷凍ぎようざ 冷凍春巻

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） （略） （略） 原 食品添加物以外の あんにあつては、次に あんにあつては、次に あんにあつては、次に

材 原材料 材 原材料 掲げるもの以外のもの 掲げるもの以外のもの 掲げるもの以外のもの

料 料 を使用していないこ を使用していないこ を使用していないこ  

１～４ （略） １～４ （略） １～４ （略）

５ つなぎ ５ 同左 ５ 同左

小麦粉、でん粉、

パン粉、粉末状植物

性たん白、ペースト

状植物性たん白、小

麦グルテン、米粉、

卵、乳たん白、ゼラ

チン、デキストリン

及び乳製品

６～８ （略） ６～８ （略） ６～８ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外の 次に掲げるもの以外の 次に掲げるもの以外の 食品添加物 次に掲げるもの以外の 次に掲げるもの以外の 次に掲げるもの以外の

ものを使用していない ものを使用していない ものを使用していない ものを使用していない ものを使用していない ものを使用していない

こと。 こと。 こと。 こと。 こと。 こと。

１～12 （略） １～12 （略） １～12 （略） １～12 （略） １～12 （略） １～12 （略）

13 加工でん粉 13 同左 13 同左

アセチル化アジピ

ン酸架橋デンプン、

アセチル化リン酸架

橋デンプン、アセチ

ル化酸化デンプン、

オクテニルコハク酸

デンプンナトリウム

、酢酸デンプン、酸

化デンプン、ヒドロ

キシプロピルデンプ

ン、ヒドロキシプロ

ピル化リン酸架橋デ

ンプン、リン酸モノ

エステル化リン酸架

橋デンプン、リン酸

化デンプン及びリン

酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

（冷凍ハンバーグステーキ及び冷凍ミートボールの規格） （冷凍ハンバーグステーキ及び冷凍ミートボールの規格）

第１１条 冷凍ハンバーグステーキ及び冷凍ミートボールの規格は、次のとおりとする。 第１１条 冷凍ハンバーグステーキ及び冷凍ミートボールの規格は、次のとおりとする。
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区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の 次に掲げるもの以外のものを使用していないこ

材 原材料 材 原材料 １・２ （略）

料 料 ３ つなぎ

パン粉、小麦粉、こんにやく粉、でん粉、粉末状植物性たん白、ペ

ースト状植物性たん白、乳製品、卵及びゼラチン

４～７ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～11 （略） １～11 （略）

12 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍フィッシュボールの規格） （冷凍フィッシュボールの規格）

第１２条 冷凍フィッシュボールの規格は、次のとおりとする。 第１２条 冷凍フィッシュボールの規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

原 食品添加物以外の （略） 原 食品添加物以外の 次に掲げるもの以外のものを使用していないこ

材 原材料 材 原材料 １～４ （略）

料 料 ５ つなぎ

パン粉、小麦粉、こんにやく粉、でん粉、粉末状植物性たん白、ペ

ースト状植物性たん白、乳製品、卵及びゼラチン

６～９ （略）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～10 （略） １～10 （略）

11 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍米飯類の規格） （冷凍米飯類の規格）

第１３条 冷凍米飯類の規格は、次のとおりとする。 第１３条 冷凍米飯類の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

食品添加物 次に掲げるもの（第２条の表冷凍米飯類の項定義の欄の１に掲げるもの 食品添加物 次に掲げるもの（第２条の表冷凍米飯類の項定義の欄の１に掲げるもの

にあつては、次の１から９までに掲げるものを除く。）以外のものを使 にあつては、次の１から９までに掲げるものを除く。）以外のものを使
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用していないこと。 用していないこと。

１～10 （略） １～10 （略）

11 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）

（冷凍めん類の規格） （冷凍めん類の規格）

第１４条 冷凍めん類の規格は、次のとおりとする。 第１４条 冷凍めん類の規格は、次のとおりとする。

区 分 基 準 区 分 基 準

（略） （略） （略） （略）

め 水分（調味料で味 （略） め 水分（調味料で味 （略）

ん 付け、及びかやく ん 付け、及びかやく

を加えて調理した を加えて調理した

ものを除く。） ものを除く。）

食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。 食品添加物 次に掲げるもの以外のものを使用していないこと。

１～10 （略） １～10 （略）

11 加工でん粉

アセチル化アジピン酸架橋デンプン、アセチル化リン酸架橋デンプ

ン、アセチル化酸化デンプン、オクテニルコハク酸デンプンナトリウ

ム、酢酸デンプン、酸化デンプン、ヒドロキシプロピルデンプン、ヒ

ドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、リン酸モノエステル化リン

酸架橋デンプン、リン酸化デンプン及びリン酸架橋デンプン

（略） （略） （略） （略）
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プレスハム品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６４８号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（表示の方法） （表示の方法）

第３条 名称及び原材料名の表示に際しては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規 第３条 名称及び原材料名の表示に際しては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規

定する製造業者等をいう。）は、次の各号に規定するところによらなければならない。 定する製造業者等をいう。）は、次の各号に規定するところによらなければならない。

(1) （略） (1) （略）

(2) 原材料名 (2) 原材料名

加工食品品質表示基準第４条第１項第２号（エを除く。）の規定にかかわらず、使用した原材 加工食品品質表示基準第４条第１項第２号（エを除く。）の規定にかかわらず、使用した原材

料を、次のアからエまでの区分により、原材料に占める重量の割合の多いものから順に、それぞ 料を、次のアからエまでの区分により、原材料に占める重量の割合の多いものから順に、それぞ

れアからエまでに規定するところにより記載すること。 れアからエまでに規定するところにより記載すること。

ア （略） ア （略）

イ つなぎ イ つなぎ

(ｱ) （略） (ｱ) （略）

(ｲ) でん粉（加工でん粉を含む。）、小麦粉及びコーンミールの含有率（以下「でん粉含有率 (ｲ) でん粉、小麦粉及びコーンミールの含有率（以下「でん粉含有率」という。）を(ｱ) の括

」という。）を(ｱ) の括弧内の末尾に「でん粉含有率○％」と記載すること。ただし、でん 弧内の末尾に「でん粉含有率○％」と記載すること。ただし、でん粉含有率が３％以下であ

粉含有率が３％以下である場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ウ・エ （略） ウ・エ （略）
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混合プレスハム品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６４９号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（表示の方法） （表示の方法）

第３条 名称及び原材料名の表示に際しては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規 第３条 名称及び原材料名の表示に際しては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規

定する製造業者等をいう。）は、次の各号に規定するところによらなければならない。 定する製造業者等をいう。）は、次の各号に規定するところによらなければならない。

(1) （略） (1) （略）

(2) 原材料名 (2) 原材料名

加工食品品質表示基準第４条第１項第２号（エを除く。）の規定にかかわらず、使用した原材 加工食品品質表示基準第４条第１項第２号（エを除く。）の規定にかかわらず、使用した原材

料を、次のアからエまでの区分により、原材料に占める重量の割合の多いものから順に、それぞ 料を、次のアからエまでの区分により、原材料に占める重量の割合の多いものから順に、それぞ

れアからエまでに規定するところにより記載すること。 れアからエまでに規定するところにより記載すること。

ア （略） ア （略）

イ つなぎ イ つなぎ

(ｱ) （略） (ｱ) （略）

(ｲ) でん粉（加工でん粉を含む。）、小麦粉及びコーンミールの含有率（以下「でん粉含有率 (ｲ) でん粉、小麦粉及びコーンミールの含有率（以下「でん粉含有率」という。）を(ｱ) の括

」という。）を(ｱ) の括弧内の末尾に「でん粉含有率○％」と記載すること。ただし、でん 弧内の末尾に「でん粉含有率○％」と記載すること。ただし、でん粉含有率が３％以下であ

粉含有率が３％以下である場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ウ・エ （略） ウ・エ （略）
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ソーセージ品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６５０号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（義務表示事項） （義務表示事項）

第３条 でん粉、小麦粉、コーンミール等の結着材料を使用したものにあっては、製造業者等（加工 第３条 でん粉、小麦粉、コーンミール等の結着材料を使用したものにあっては、製造業者等（加工

食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器又は包装に 食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器又は包装に

表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、でん粉（加工でん粉を含む。） 表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、でん粉、小麦粉、コーンミール

、小麦粉、コーンミール等の結着材料の含有率（以下「でん粉含有率」という。）とする。ただし 等の結着材料の含有率（以下「でん粉含有率」という。）とする。ただし、でん粉含有率が５％以

、でん粉含有率が５％以下である場合は、この限りでない。 下である場合は、この限りでない。

２ （略） ２ （略）
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混合ソーセージ品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６５１号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（義務表示事項） （義務表示事項）

第３条 でん粉、小麦粉、コーンミール等の結着材料を使用したものにあっては、製造業者等（加工 第３条 でん粉、小麦粉、コーンミール等の結着材料を使用したものにあっては、製造業者等（加工

食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器又は包装に 食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器又は包装に

表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、でん粉（加工でん粉を含む。） 表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、でん粉、小麦粉、コーンミール

、小麦粉、コーンミール等の結着材料の含有率（以下「でん粉含有率」という。）とする。ただし 等の結着材料の含有率（以下「でん粉含有率」という。）とする。ただし、でん粉含有率が５％以

、でん粉含有率が５％以下である場合は、この限りでない。 下である場合は、この限りでない。
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魚肉ハム及び魚肉ソーセージ品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６５８号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（義務表示事項） （義務表示事項）

第３条 つなぎ又は結着材料にでん粉、小麦粉、コーンミール等を使用したものにあっては、製造業 第３条 つなぎ又は結着材料にでん粉、小麦粉、コーンミール等を使用したものにあっては、製造業

者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器 者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器

又は包装に表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、つなぎ又は結着材料 又は包装に表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、つなぎ又は結着材料

に使用したでん粉（加工でん粉を含む。）、小麦粉、コーンミール等の含有率（以下「でん粉含有 に使用したでん粉、小麦粉、コーンミール等の含有率（以下「でん粉含有率」という。）とする。

率」という。）とする。 ただし、魚肉ハムにあってはでん粉含有率が９％以下、普通魚肉ソーセージにあってはでん粉含

ただし、魚肉ハムにあってはでん粉含有率が９％以下、普通魚肉ソーセージにあってはでん粉含 有率が１０％以下、特種魚肉ソーセージにあってはでん粉含有率が１５％以下である場合は、この

有率が１０％以下、特種魚肉ソーセージにあってはでん粉含有率が１５％以下である場合は、この 限りでない。

限りでない。

２ （略） ２ （略）
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特殊包装かまぼこ類品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６５６号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（義務表示事項） （義務表示事項）

第３条 ケーシング詰普通かまぼこ又はリテーナ成形普通かまぼこであってでん粉を使用したものに 第３条 ケーシング詰普通かまぼこ又はリテーナ成形普通かまぼこであってでん粉を使用したものに

あっては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同 あっては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規定する製造業者等をいう。以下同

じ。）がその容器又は包装に表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、で じ。）がその容器又は包装に表示すべき事項は、同条第１項及び第６項に規定するもののほか、で

ん粉（加工でん粉を含む。）の含有率（以下「でん粉含有率」という。）とする。 ん粉含有率とする。
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風味かまぼこ品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６５７号）の一部を改正する件（案）新旧対照条文

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（義務表示事項） （義務表示事項）

第３条 でん粉を使用したものにあっては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規定 第３条 でん粉を使用したものにあっては、製造業者等（加工食品品質表示基準第３条第１項に規定

する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器又は包装に表示すべき事項は、同条第１項及び第 する製造業者等をいう。以下同じ。）がその容器又は包装に表示すべき事項は、同条第１項及び第

６項に規定するもののほか、でん粉（加工でん粉を含む。）の含有率（以下「でん粉含有率」とい ６項に規定するもののほか、でん粉含有率とする。

う。）とする。
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の一部を改正する件（案）新旧対照条文ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料品質表示基準（平成１２年１２月１９日農林水産省告示第１６６７号）

（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（定義） （定義）

第２条 この基準において、次の表の左欄に掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとす 第２条 この基準において、次の表の左欄に掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとす

る。 る。

用 語 定 義 用 語 定 義

（略） （略） （略） （略）

サラダクリーミー 半固体状ドレッシングのうち、卵黄及びでん粉又は糊料を使用し、かつ、必須原 サラダクリーミー 半固体状ドレッシングのうち、卵黄及びでん粉又は糊料を使用し、かつ、必須原

ドレッシング 材料、卵黄、卵白、でん粉（加工でん粉を含む。）、たん白加水分解物、食塩、 ドレッシング 材料、卵黄、卵白、でん粉、たん白加水分解物、食塩、砂糖類、香辛料、乳化剤

砂糖類、香辛料、乳化剤、糊料、調味料（アミノ酸等）、酸味料及び着色料以外 、糊料、調味料（アミノ酸等）、酸味料及び着色料以外の原材料を使用していな

の原材料を使用していないものをいう。 いものをいう。



パブリック・コメント等募集結果

規制の設定又は改廃に係る意見の提出手続きに寄せられた意見・情報

（加工でん粉の食品添加物指定に伴う日本農林規格及び品質表示基準の改正案）

１．改正案に係る意見・情報の募集の概要（募集期間：H20.2.7～H20.3.7）

意見が２件ありましたが、改正案に関係する意見ではありませんでした。

２．事前意図公告によるコメント（募集期間：H20.4.21～H20.6.20)

受付件数 なし



参考
加工でん粉の食品添加物指定について

１ 経緯

(1) 平成16年11月、厚生労働省は加工でん粉（アセチル化アジピン酸架橋デンプン等

11品目）について、食品安全委員会に対し添加物指定に係る食品健康影響評価につ

いての意見を求めた。

＜背景＞

厚生労働省は、近年、① 合同食品添加物専門家会議（ ） で国FAO/WHO JECFA
際的に安全性評価が終了し、一定の範囲内で安全性が確認されており、かつ、②米

国及び 諸国等で使用が広く認められていて国際的に必要性が高いと考えられるEU
食品添加物については、企業等からの指定要請を待つことなく、指定に向けた検討

を開始する方針を取っている。

また、米国及び 諸国においては、既にこれらについては食品添加物として取EU
り扱われていることから、国際的な整合性を図るため、わが国においても食品添加

物として指定することが必要とされている。

(2) 食品安全委員会は、数次の添加物専門調査会を経て、平成19年11月に「評価の対

象となった11種類の加工でん粉が添加物として適切に使用される場合、安全性に懸

念がないと考えられ、一日摂取許容量を特定する必要はない 」との趣旨の食品健康。

影響評価結果を厚生労働省に通知した。

(3) 厚生労働省においては、食品安全委員会の評価結果を受け、薬事・食品衛生審議

会食品衛生分科会添加物部会を開催し、加工でん粉の添加物指定の可否及び規格基

準の設定について検討を行い、指定に向けた作業に入ることが了承された。

食品添加物指定に向けたパブコメ募集を3月13日から4月11日に、ＷＴＯ通報を3月

31日から5月29日に実施済みである。

今後、7月4日に薬事・食品衛生審議会添加物部会が、7月末に同食品衛生分科会が

開催され、審議が行われる予定となっており、その後食品衛生法施行規則の改正が

行われる予定である。

２ 対応

ＪＡＳ規格や品質表示基準においては、これまで加工でん粉はでん粉（食品添加物

以外の原材料）として取り扱ってきたことから、当該11種類の加工でん粉が食品添加

物に指定されると、現行規格・基準のままで同様の生産をした場合、ＪＡＳ規格不適

合品となるなど大きな影響が出ることが想定される。

このため、厚生労働省における加工でん粉の添加物指定に対応して、関係する規格

・基準を改正することとする。
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